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本論文は,部材が円形鋼管によって構成される既存の建築鉄骨構造物に対して,接着接合に
よる荷重伝達を行う耐震補強工法を提案し,その基本的な接着強度特性と実大スケールの接合
部挙動を力学試験により分析するとともに,提案した工法の力学モデルと設計法の確立を行っ
たものであり,7章で構成されている。

まず,第1章において,本論文で対象とする円形鋼管を用いた鉄骨構造物の耐震補強工法の
動向と,それを踏まえた本論文で提案する工法の目的にっいて述べている。第2章では,提案
する工法の構成部材や想定される力学挙動にっいて述べ,次章以降で検証する力学挙動の概要
について示している。

第3~6章で本研究の内容および成果を示している。第3章では,円形鋼管を想定した曲面
に対する接着性能試験を通して,載荷範囲や接着長さ,鋼管板厚が接着せん断強度に与える影
響を検討し,接着長さの増加により平均接着せん断強度が低下する一方,板厚の影響は小さい
ことを確認した。第4章では,接合部の力学試験を通して,鋼管径や接合部の寸法・構成部材
が力学的特性に及ぼす影響を検証し,破壊性状および設計上重要となる力学的特性を明らかに
した。第5章では,前章の結果に基づいた接着接合部の耐力評価式を提案し,実験結果との比
較により合理的な安全率を有することを確認した。第6章では,有限要素法解析により試験結
果を検証し,接着接合部の応力分布や作用力を明らかにするとともに,耐力評価式の仮定条件
の妥当性を確認した。

最後に,第7章では,本研究で得られた知見や今後の課題・展望をまとめ,本論文の結論と
している。

論文内容 の 要

1995年の兵庫県南部地震以降,耐震診断や耐震改修が進められてきたが,民間の鉄骨造
建築物では依然として耐震性能が不足する建物が多い。その要因のーつとして,既存鉄骨と補
強部材の接合に用いられる現場溶接について,薄肉の円形鋼管部材では品質管理が難しくま,
た工場や物流倉庫など火気使用が制限される建物では適用が困難であることが挙げられる。
方,エポキシ樹脂を用いた無溶接接合工法が注目されているものの,円形鋼管を対象とした研
究は依然として少ない。こうした背景のもと,本論文は円形鋼管部材に対し,接着接合と支圧
による応力伝達を組み合わせた無溶接接合工法を提案したものである。接着性能試験および接
合部試験を通じて力学的特性や接合部形状,鋼管径の影響を明らかにするとともに,耐力評価
式を提案し,さらに有限要素解析によりその妥当性と接着面の応力状態を検証してぃる。その
結果,得られた主要な研究成果は以下のように要約できる。
1)既存構造物へ容易に適用可能であり,接着面の強度低下を招く引き剥がし応力を生じさせ
ない接合工法を提案し,力学試験によってその有効性を実証した。

2)円形鋼管表面を対象としたパラメトリックな接着性能試験により,接着強度特性を明らか
にした。特に,接着長さの増加に伴い平均接着せん断強度が低下する一方で,鋼管板厚の
影響は小さいことを示した。

3)提案した接合工法の力学試験結果に基づき設計用力学モデルを構築し,両者の対応関係を
明らかにするとともに,耐力評価式を提案した。これは,接着接合と支圧による応力伝達
機構の解明に資する重要な成果である。

4)有限要素解析によって接合部の応力状態および支圧力分布を明らかにするとともに,耐力
評価式で用いた仮定条件の妥当性を検証した。これにより,接着接合工法の解析モデル構
築に有益な知見を示した。

以上,本論文は既存鉄骨構造物の耐震補強に適用可能な接着接合工法にっいて,実験的検証
および力学特性の解明を通じて有用な知見を提供しており,高い学術的価値と発展性を有する
と認められる。さらに,本研究成果は建設分野における接着接合部の強度評価手法および接合
法の設計技術の発展に大きく貢献するものである。また,実構造物への適用可能性に加え,他
の補強部材や補強形式への展開も期待できることから,工学的・実務的意義も高いと評価でき
る。

以上より,本論文は博士(工学)の学位論文として十分な内容を有するものと判断した。
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